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英文科目名称

科目コード 531140 授業形態 演習 単位数 2

教員氏名 年次配当 １年次 後期

授 業 概 要

及び授業方法
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課題に対する

フィードバック

テ キ ス ト
使用しない（プリント配布）。

参 考 書
使用しない。

備 考

イントロダクション①：英語発音の概要（「正しい発音」は存在するのか？）

L&S I/II/III, English I/II/III/IV 卒業認定(学習成果)との関連 ①,②,④

音の連結・脱落・同化、音節、強勢、リズム、イントネイションなどの英語発音に関する基礎知識を学習した後、
個々の子音、母音について、その発音記号と発音の仕方について日本語との比較を交えながら学習する。授業は講義
形式で行うが、実際に声を出し、発音練習しながら学習を進める。

毎週授業で配布するプリントには発音に関する空欄補充
問題があり、学生は授業中にその問題に取り組む。授業
中に解答と解説を行う。

評価方法・基準

期末試験（100%）

英語の発音に関する基礎知識を身につける。発音記号を見てどのような発音なのかがわかるようになる。

授業で学習したプリントを復習し、発音記号やその調音の方法等を覚える。
(毎週１時間程度の学習を想定）

授 業 計 画
子音③：/θ/、/ð/、/s/、/z/　

子音④：/ʃ/、/ʒ/、/h/、/tʃ/、/dʒ/、/ts/、/dz/

子音⑤：/m/、/n/、/ŋ/、/l/

子音⑥：/w/、/r/、/j/　　　

イントロダクション②：英語発音練習の実際（「ヘンゼルとグレーテル」を使った基礎発音練習）

音の連結・脱落・同化、音節

強勢（アクセント＆ストレス）、内容語 vs. 機能語、リズム、弱形と強形

イントネイション、発音器官、有声音 vs. 無声音、調音点、調音法

子音①：子音のあらまし、/p/、/b/、/t/、/d/　

子音②：/k/、/g/、/f/、/v/

母音①：母音のあらまし/i/、/I/

母音③：/e/、/ɛ/、/æ/、/ə/、/ɑ/

母音④：/u/、/U/、/O/、/ɔː/

まとめ

実務経験教員担当 有　・　無有　・　無 アクティブラーニング

横堀　仁志

English Phonetics

英語音声学

（○）ホテル・観光 （○）

ビジネス・キャリア （○）

グローバル・
コミュニケーション

（○） 医療事務・医療秘書

大学編入

（ ）

（ ）

オフィス情報


